
平成29年度 第１回防災委員会報告
◇日時 平成２９年７月４日（火）
◇場所 愛知県自治センター(愛知県災害情報センター)

◆あいちの概要
◆愛知県の地域特性
◆南海トラフ地震の被害想定
◆愛知県の主な取り組み
◆熊本地震を踏まえた対策

愛知県防災局 黒原様

出席者 ２５名 （行政/愛知県防災局４名）
コープあいち、一宮、あいち、トヨタ、かりや愛知中央、愛知県職員、トヨタ車体
愛知県警察職員、オ－クマ、こじま、名古屋大学、南医療、北医療、名古屋
市民火災共済、東海コープ事業連合、大学生協東海事業連合、連合会アイ
チョイス、愛知県生協連



過去の震災の歴史から、南海トラフ地震
の発生を予測・・・３０年以内の可能性大

学習会 「南海トラフ地震による被害予測等」
防災局防災危機管理課

愛知県内の要注意地区(活断層)

愛知県内の地形と災害リスク
津波高潮被害と土砂災害地域

南海トラフ地震の被害想定
約５万棟全壊、死者数６，４００人



愛知県災害情報センター(災害対策本部事務局を設置)
主な役割「被災情報の収集と対応、県内市町村との連絡」

南海トラフ地震などの大規模災害や国民(県民)にとって憂慮される事態が発生、
または発生が予測される場合には、自治センター６階に「愛知県の対策本部」が
設置される(東海豪雨の時は１００日間稼働)

愛知県の部・局に縛られない横断的なプロジェクトチームを設置
(例 緊急支援物資の手配・・・防災局と会計局 など

第３次あいち地震対策アクションプラン
(死者６，４００人⇒１，２００人、建物全壊・消失９４，０００棟⇒４７，０００棟)



防災委員会（自治センター４階大会議室）
報告・協議議題

◇防災委員会規則について
◇防災幹事会運営要領について
◇平成２９年度防災委員登録名簿、幹事会委員について
◇防災活動平成２８年度まとめと平成２９年度活動計画（案）について
◇平成２９年度愛知県・春日井市総合防災訓練参加について
◇愛知県との「災害時における応急物資供給等の協力に関する協定」

について
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